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深谷市レベル４モビリティ・地域コミッティ

【令和７年度第１回会議】 実施報告書

令和７（２０２５）年１１月６日

【埼玉県深谷市】令和７年度第１回地域コミッティ資料



•実施概要、事業計画作成

１．地域コミッティ実施フロー
事務局である深谷市により、

・地域コミッティ構成員及び補助事務局への事業に係る調整・報告等を実施
・事業や地域コミッティ開催に関する取りまとめを国土交通省（補助事務局経由）に報告

•開催結果把握

•関係省庁への連携

•各コミッティの開催結果取りまとめ

キックオフ 中間・最終報告会議（取りまとめ）

最終：2～3月頃11月頃

深谷市
（コミッティ事務局）

国交省
（補助事務局）

他構成員 •内容確認、共有

コミッティ開催結果の報告

報告

•実施結果の取りまとめ

•開催結果把握

•関係省庁への連携

•各コミッティの開催結果取りまとめ

•内容確認、共有

コミッティ開催結果の報告

報告



２．地域コミッティの構成員・役割

自動運転移動サービス実装における役割氏名（所属または企業名、役職）地域コミッティ構成員

レベル４自動運転の社会実装に向けた 全体統括副市長深谷市代表

求められる通信環境等についてサポート関東総合通信局情報通信部情報通信振興課長総務省

関係行政機関

モビリティ産業・地域経済活性化に係るサポート
関東経済産業局産業部製造産業課航空宇宙・自動車
産業室長

経済産業局

レベル４車両認可に向けたサポート関東運輸局自動車技術安全部技術課長

国土交通省

走行環境整備に係るサポート関東地方整備局大宮国道事務所計画課長

特定自動運行許可・道路使用許可に係るサポート埼玉県警察本部交通部交通総務課長埼玉県警察

運行に係る事項の検討・推進深谷観光バス株式会社運行主体
自動運転による移動
サービスの運行主体

または

自動運転の実現に係
る事業者・団体

求められる領域についてL4実装推進A-Drive株式会社

事業者・団体 求められる領域についてL4実装推進アイサンテクノロジー株式会社

運行に係る事項の検討・推進学校法人智香寺学園埼玉工業大学



３．自動運転移動サービスの導入の背景・目的
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○ コミュニティバスへの自動運転技術の導入を図り、持続可能な市内公共交通の維持・確保を目指す。

• 運転手不足の深刻化により、地域住民の移動に大きな影響が出ている。

• 令和2年以降、民間路線バスの廃線2路線、タクシー会社の廃業1社。

• 一方で新一万円札の発行を契機として増加が見込まれる観光客の移動需要への対応が求められる。

• 運転手不足問題は「将来に向けた課題」ではなく、差し迫った「現在の課題」として解決しなければならない。

背景

• 市内でも特に公共交通需要の高い「上柴地区」を運行するコミュニティバスへ自動運転L4の実装を推進

することで、持続的な公共交通のサービスの維持確保を目指す。
目的

・R9年度以降にコミュニティバス「くるリン」東部シャトル便で自動運転L4実装を目指す。

・その後、既に自動運転運行を開始しているコミュニティバス「くるリン」北部シャトル便＋周遊便

との「1対2」の遠隔監視移行を行うことで、運行に係る人的リソースやコストの削減を目指す。

目標

■ 事業実施の背景・目的・目標

「くるリン」東部シャトル便

R9.4～自動運転開始予定

「くるリン」北部シャトル便＋周遊便

R7.4～自動運転開始



４．L4自動運転移動サービス実装に向けたロードマップ

令和９(2027)年度令和８(2026)年度令和７(2025)年度年度

実証実験

許認可申請

【一部区間のレベル４運行】

・全区間L4申請のための調査、課題
抽出

・L4認可申請資料対応

・走行環境整理

・L4想定実証運行（30日間） ・評価計画

・実証運行（公道評価走行）

【走り込み・課題抽出（実証運行）】

・L4申請に向けた課題抽出

・走り込み（実証運行）の実施

【公道WGにおける評価/認可申請】

・公道評価走行の実施（実証運行）

・評価シナリオに基づく走行評価

・許認可申請開始

・特定自動運行の開始に向けた準備

【令和7年12月～令和8年2月】 【令和8年4月～9月】

L4許認可申請

【令和8年冬】

【令和8年5月～11月】

特定運行許可

【令和9年春】

レ
ベ
ル
４
自
動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
実
装

令和9(2027)年
4月～



５．今年度の事業実施スケジュール

今年度の事業実施スケジュールを作成

26年25年
小項目大項目

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

体制構築・コンソーシア
ム初回打合せ

1.体制構築

L４課題抽出、整理2.実証実験
準備

走行環境整理・ODD整
理

インフラ設備整備

走行検証3.実証実験
実施

次年度走行走り込み計
画

報告書作成5.結果報告

最終とりまとめ
次年度の方向性検討



６．実証実験概要【深谷市】

○コミュニティバスへの自動運転バスの導入を見据えた検証

■ 車両

■ 事業の特徴

「Minibus v2.0」（ ㈱ティアフォー製）
• 定員：28名（自動運転時16名）
• 速度：自動運転時～35km/h（手動運転時～70km/h）
• 操作系：通常のハンドル、遠隔型自動運転システム等
• 台数：1台

■ 体制

• コミュニティバスへの自動運転バスL4導入を目指す検証
→コミュニティバスの運行コースとなる基幹病院構内への
運行乗り入れ、複数バス停への停車を実施

• 地元大学と自動運転システム開発事業者の技術連携
→緊急車両検知機能向上の開発に向け着手

• 運行主体 ：深谷観光バス㈱
• 運転手 ：車内／遠隔（1:1）
• 保安員 ：有

■ 車両スペック ■ 車両センサー配置



L４運行概要【深谷市】

○コミュニティバスへの自動運転バスの導入を見据えた検証

■ 運行ルート



７．L4許認可取得に向けた課題と対応方針
課題と対応方針は下記の通り

対応目処対応者対応方針課題♯

令和8(2026)年度アイサンテクノロジー交通量が多い為、信号連携や路車協調で対応を行
う

交差点での取り残されへの対応

１

令和8(2026)年度アイサンテクノロジー/T4センサー類の精度向上
路車協調で歩行者情報を車両側へ周知する

横断歩道横断時の歩行者検知遅れへの対応

２

令和8(2026)年度アイサンテクノロジー/T4周辺の注意喚起
センサー類の精度向上

脇道からの歩行者・自転車の飛び出しへの対応

３

令和9(2027)年度アイサンテクノロジー/T4/警察
/深谷市

路駐車が常態化している区間では、看板等で周知
する

路駐車(全域) への対応

４

令和9(2027)年度アイサンテクノロジー/T4/警察
/信号会社

インフラ支援・信号連携し信号の残り時間表示（カウ
ントダウン式信号）車両側へ周知する

信号機切り替わり(全域) への対応

５

令和9(2027)年度埼玉工業大学・緊急車両の接近を音から感知し適切な行動を判
断できるようにする
・車両開発を行う

緊急車両への対応

６



７．L4許認可取得に向けた課題と対応方針
１．交差点での取り残されへの対応 / 5.信号機切り替わり(全域) への対応

・発生頻度
昨年度３日間の運行中１回のみ発生

・発生個所
深谷赤十字病院前交差点右折時

・発生要因
横断中の小学生の下校列にバッティングし信号が変
わっても右折が出来なかったため手動にて右折を実
施した。

・対応方針

信号連携および路車協調の導入を検討し、信号残時
間や障害物情報を活用した事前停車等の予防的措
置を実施する。



７．L4許認可取得に向けた課題と対応方針
２．横断歩道横断時の歩行者検知遅れへの対応

・発生頻度
昨年度、３日間の運行中、1回発生

・発生個所(代表例)
埼玉県深谷市上柴町西２丁目の信号のない交差点
(左図のオレンジの囲い部分)

・発生要因
ベビーカーの検知精度が悪く歩行中に障害物判定
が解除されてしまった。

・対応方針

車両センサーの継続的な高精度化を進めるととも
に、ベビーカー利用者や特徴的な形状を有する歩
行者に対する認識性能の向上を強化する。



７．L4許認可取得に向けた課題と対応方針
３．脇道からの歩行者・自転車の飛び出しへの対応

・発生頻度
昨年度、３日間の運行中、3回発生

・発生個所(代表例)
埼玉県深谷市上柴町西２丁目の信号のない交差点
(左図のオレンジの囲い部分)

・発生要因
右折してきた対向車が交差点内を近道するように
大きく内側を曲がって進入したため、手動介入が必
要となった。

・対応方針
自動運転車両の走行に関する周知を再度実施する
とともに、システム側ではセンサー認識距離の精度
向上など、各種性能向上施策を継続的に推進する。



７．L4許認可取得に向けた課題と対応方針
４．路駐車(全域) への対応

・発生頻度
昨年度、３日間の運行中、9回発生

・発生個所(代表例)
埼玉県深谷市上柴町西２丁目付近

・発生要因
路上駐車回避可能エリア外に路上駐車車両が存在
したことから、手動介入を行った。

・対応方針

路上駐車の回避は道路幅員に基づき回避可能エリ
アを設定しているため、回避可能エリア外の路上駐
車車両は手動介入となる。
路上駐車が常態化している区間については、看板
等による周知を実施する。



７．L4許認可取得に向けた課題と対応方針
６．緊急車両への対応

これまで深谷赤十字病院付近は緊急車両通行のためODD外として設定していたが、本年度は埼玉工業大
学による緊急車両検知機能の開発と車両への実装を行っている。
本機能により自動運転車両が緊急車両を検知できることから、当該区間の走行もODD内としてレベル2での

走行検証が可能となることを想定している。


